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管理対象オブジェクト
Firepower eXtensible Operating System（FXOS）は管理対象オブジェクトモデルを使用します。こ
れらのオブジェクトは、管理可能な物理エンティティまたは論理エンティティを抽象的に表現し

たものです。たとえば、シャーシ、セキュリティモジュール、ネットワークモジュール、ポー

ト、プロセッサは、管理対象オブジェクトとして表現される物理エンティティです。また、ユー

ザロールやプラットフォームポリシーは、管理対象オブジェクトとして表現される論理エンティ

ティです。

管理対象オブジェクトには、設定可能な1つ以上のプロパティが関連付けられる場合があります。

コマンドモード
CLIのコマンドモードは階層構造になっており、EXECモードがこの階層の最上位となります。
上位のモードは下位のモードに分岐しています。上位のモードから 1つ下位のモードに移動する
には create、enter,、scopeコマンドを使用します。モード階層で 1つ上位に移動するには exitコ
マンドを使用します。また、topコマンドを使用してモード階層の最上位に移動することもできま
す。
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ほとんどのコマンドモードは管理対象オブジェクトに関連付けられるため、あるオブジェク

トに関連するモードにアクセスするには、その前に、そのオブジェクトを作成する必要があり

ます。アクセスするモードの管理対象オブジェクトを作成するには、createおよび enterコマ
ンドを使用します。scopeコマンドは管理対象オブジェクトを作成しません。このコマンドは、
すでに管理対象オブジェクトが存在するモードにアクセスするだけです。

（注）

各モードには、モード内で使用できる一連のコマンドがあります。各モードで使用できるコマン

ドの大部分は、関連する管理対象オブジェクトに関係しています。

各モードの CLIプロンプトには、モード階層における現在のモードのフルパスが表示されます。
これにより、コマンドモード階層内での現在位置を容易に判断できます。また、この機能は階層

内を移動する際にも非常に役立ちます。

次の表は、主要なコマンドモード、各モードへのアクセスに使用するコマンド、および各モード

に関連する CLIプロンプトを示しています。

表 1：主要なコマンドモードとプロンプト

モードプロンプトアクセスに使用するコマンドモード名

#任意のモードで topコマンドEXEC

/adapter #EXECモードで scope adapterコマンドアダプタ

/cabling #EXECモードで scope cablingコマンド配線

/chassis #EXECモードで scope chassisコマンドシャーシ

/eth-server #EXECモードで scope eth-serverコマン
ド（このコマンドとそのすべてのサブ

コマンドは現在サポートされていませ

ん）

イーサネットサーバドメ

イン

/eth-uplink #EXECモードで scope eth-uplinkコマン
ド

イーサネットアップリンク

/fabric-interconnect #EXECモードで scope fabric-interconnect
コマンド

ファブリックインターコネ

クト

/firmware #EXECモードで scope firmwareコマン
ド

ファームウェア

   Cisco FXOS 2.2(2) CLI コンフィギュレーションガイド
2

CLI の概要
コマンドモード



モードプロンプトアクセスに使用するコマンドモード名

/host-eth-if #EXECモードで scope host-eth-ifコマン
ド（このコマンドとそのすべてのサブ

コマンドは、このレベルではサポート

されません。/adapter #モードでホス

トイーサネットコマンドを使用できま

す。）

ホストイーサネットイン

ターフェイス

/license #EXECモードで scope licenseコマンドライセンス

/monitoring #EXECモードで scope monitoringコマ
ンド

モニタリング

/org #EXECモードで scope orgコマンド組織

/packet-capture #EXECモードで scope packet-captureコ
マンド

パケットキャプチャ

/security #EXECモードで scope securityコマンドセキュリティ

/server #EXECモードで scope serverコマンドサーバ

/service-profile #EXECモードで scope service-profileコ
マンド（サービスプロファイルを変

更、修正、設定しないでください。つ

まり、create、set、deleteサブコマンド
セットを使用しないでください。）

サービスプロファイル

/ssa #EXECモードで scope ssaコマンドssa

/system #EXECモードで scope systemコマンドsystem

/vhba #EXECモードで scope vhbaコマンド
（このコマンドとそのすべてのサブコ

マンドは現在サポートされていませ

ん）

仮想 HBA

/vnic #EXECモードで scope vnicコマンド仮想 NIC

オブジェクトコマンド
オブジェクト管理用に 4つの一般的なコマンドがあります。
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• createオブジェクト

• deleteオブジェクト

• enterオブジェクト

• scopeオブジェクト

scopeコマンドは、永続的オブジェクトの場合もユーザイスタンス化オブジェクトの場合も、す
べての管理対象オブジェクトで使用可能です。その他のコマンドを使用すると、ユーザインスタ

ンス化オブジェクトを作成および管理できます。すべての create objectコマンドには、対応する
delete objectおよび enter objectコマンドがあります。

ユーザインスタンス化オブジェクトの管理では、次の表に説明するように、オブジェクトが存在

するかどうかによってこれらのコマンドの動作が異なります。

表 2：オブジェクトが存在しない場合のコマンドの動作

動作コマンド

オブジェクトが作成され、該当する場合、そのコンフィギュレー

ションモードが開始されます。

createオブジェクト

エラーメッセージが生成されます。deleteオブジェクト

オブジェクトが作成され、該当する場合、そのコンフィギュレー

ションモードが開始されます。

enterオブジェクト

エラーメッセージが生成されます。scopeオブジェクト

表 3：オブジェクトが存在する場合のコマンドの動作

動作コマンド

エラーメッセージが生成されます。createオブジェクト

オブジェクトが削除されます。deleteオブジェクト

該当する場合、オブジェクトのコンフィギュレーションモード

が開始されます。

enterオブジェクト

オブジェクトのコンフィギュレーションモードが開始されま

す。

scopeオブジェクト
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コマンド入力の完了
任意のモードで Tabキーを使用することで、コマンド入力を完了できます。コマンド名の一部を
入力して Tabキーを押すと、コマンド全体が表示されるか、または別のキーワードや引数値を入
力する必要がある場所まで表示されます。

コマンド履歴
CLIでは、現在のセッションで使用したすべてのコマンドが保存されます。↑キーまたは↓キーを
使用すると、これまでに使用したコマンドを1つずつ表示できます。↑キーを押すと履歴内の直前
のコマンドが、↓キーを押すと履歴内の次のコマンドが表示されます。履歴の最後に到達すると、
↓キーを押しても次のコマンドが表示されなくなります。

履歴内のいずれかのコマンドを再び実行するには、履歴を 1つずつ遡り、目的のコマンドを再び
表示してEnterキーを押すだけです。これにより、手動入力の場合と同じようにコマンドが入力さ
れます。また、コマンドを再び表示した後、Enterキーを押す前にコマンドを変更することもでき
ます。

保留中のコマンドのコミット、破棄、表示
CLIでコンフィギュレーションコマンドを入力するとき、commit-bufferコマンドを入力するまで
は、そのコマンドが適用されません。コミット前のコンフィギュレーションコマンドは保留状態

になり、discard-bufferコマンドを入力することでそれを破棄できます。

複数のコマンドモードで保留中になっている変更操作をまとめて、1つの commit-bufferコマン
ドで一括して適用することができます。任意のコマンドモードで show configuration pendingコマ
ンドを入力すると、保留中のコマンドを表示できます。

複数のコマンドをまとめてコミットすることは、アトミック操作ではありません。いずれかの

コマンドが失敗した場合でも、成功したコマンドは適用されます。失敗したコマンドはエラー

メッセージで報告されます。

（注）

コマンドが保留中の場合、コマンドプロンプトの前にアスタリスク（*）が表示されます。アス
タリスクは、commit-bufferコマンドを入力すると消去されます。

次に、コマンドエントリのプロセス中にプロンプトが変化する例を示します。

Firepower# scope system
Firepower /system # scope services
Firepower /system/services # create ntp-server 192.168.200.101
Firepower /system/services* # show configuration pending
scope services
+ create ntp-server 192.168.200.101
exit
Firepower /system/services* # commit-buffer
Firepower /system/services #
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CLI に関するオンラインヘルプ
いつでも ?文字を入力して、その時点のコマンド構文の状態に応じた使用可能なオプションを表
示できます。

プロンプトに何も入力せずに ?を入力すると、現在のモードで使用できるコマンドがすべて表示
されます。コマンドの一部を入力して ?を入力すると、その時点のコマンド構文内の位置で使用
可能なキーワードと引数がすべて表示されます。

CLI セッション制限
Firepower eXtensible Operating Systemでは、同時にアクティブにできる CLIセッションの数が合計
32セッションに制限されます。この値は設定不可です。
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